
令和7年度後期 新政いいだ
政務調査研究報告

2026年2月5・6日

茨城県行方市、千葉県柏市

視察先・調査事項

１．廃校を利用した「なめがたしろはとファーム」の取り組み

日時 令和7年2月5日

場所 茨城県行方市 らっぽっぽファーマーズヴィレッジ

２．柏の葉スマートシティー ～公民学が連携したまちづくり～

日時 令和7年2月6日

場所 千葉県柏市 柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）

















行方市と飯田市との意外な接点が、、、

まとめ なめがたしろはとファーマーズ

・廃校に行政が民間を誘致、

「地域産業活性化」「観光」

「交流の場」「雇用創出」に

貢献している。

・飯田市でも民間等を活用し

施設の有効活用を検討したい。











柏の葉 かけだし横丁

住民の要望から生まれた

飲食店街。

・3坪の狭小店舗で家賃を抑え

飲食業を始めて開業する方が

チャレンジしやすくされている。

・軌道に乗れば、大きな店舗へ



多種多様なコワーキングスペース

家賃が違う様々なタイプの
オフィスを設置。

・フリースペース

・個室タイプ

・会議室タイプ

・オフィスビルテナント

業績によりステップアップ

まとめ 柏の葉スマートシティー
つくばエクスプレス開業により大いに発展した街。

公・民・学が連携し、最新技術を用いたまちづくりに

世界中から注目を浴びている。

・飯田市もリニア開通後、品川から45分。

民間企業・信州大学・飯田市の3者でより連携し、

リニア駅周辺の開発を進める必要性があるのでは。

・グリーン水素研究を中心に、「新産業創出」を

テーマに盛り込んだエリア開発の可能性がある。



ご清聴ありがとうございました


